
ＨＰの「イベント申込み」から申込みいただけます。

東北大学高度教養教育・学生支援機構

東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟6階M601

* 大学設置基準等の改正（2017 年 4月）により，大学の教育研究等の効果的な運営を図るため，職員のほか教員や執行部をも対象とする新しい「SD」が義務付けられました。
本プログラム「SDP シリーズ」は，新 SD の趣旨を踏まえ，各層の運営責任者，教育研究を担う教員，業務の最前線を支える職員，各々の立場から，教育研究マネジメントを含む
大学運営の高度化に取り組む上で共通に必要とされる重要テーマについて，連続セミナーを開催していきます。

2019年 7月6日（土）13:00-16:00

SDPシリーズ* 第1回（2019年度）

講演①　桃山学院大学：共通教育カリキュラムの改革
　　　　　　　　　　　髙良  要多（桃山学院大学 大学統括部教務課 専任職員）

講演②　明治大学：教学改革と IR 機能の形成
　　　　　　　　　　　山本  幸一（明治大学 教学企画部教学企画事務室）

講演③　東北学院大学：中長期計画の実質化と戦略経営
　　　　　　　　　　　長山  琢磨（学校法人東北学院 法人事務局庶務部庶務課 係長）

パネルディスカッション

 コメント 教職一体ガバナンスが育む中堅リーダー
　　～共愛学園前橋国際大学の事例から～
                                 大森  昭生（共愛学園前橋国際大学 学長）

私立大学の教育改革を支える
「中堅リーダー」の育成と活用
―グッドプラクティスから考える―

　定員割れ私立大学数の比率はここ数年若干下降してきていますが、他方で定員充足率 50％未満の大学数が増加するなど、私立大学
の置かれた状況は厳しいものがあります。過酷さを増す環境を乗り切るには、大学内のガバナンスやマネジメントを強化し迅速で的
確な意思決定が必要となりますが、そこでは学長や執行部だけでなく、若手・中堅を含めて広く人材を登用し参画を促進していくこ
とも重要です。
　そこで本セミナーでは、各地の私立大学で教育改革を成功裏に進めている「中堅リーダー」と呼べる職員をお招きし、彼らが発揮
したミドル・リーダーシップとその成果について、具体的事例に沿ってお話しいただきます。そのようなグッドプラクティスを共有
しつつ、共愛学園前橋国際大学の大森昭生学長からコメントをいただきながら議論を深めたいと思います。
　ご関心をお持ちの方々、広くご参加ください。

教育マネジメント：M-03


